
柳澤達也
（c）の解答（講義中に口頭で説明
磁石（が帯電していないとすれば、その）中にはほぼ同数（アボガドロ数程度）の陽子と電子が存在するため、電気的に中性となっており、1/10^25以上の精度でクーロン力は打ち消し合っている。
一方、磁場はミクロな電子の内部自由度（スピン・軌道）に由来するため、
不安定殻が存在すれば、それらは打ち消し合うことなく存在し、磁気力として働く。




